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研究成果の概要（和文）：人文・社会科学の主要な学会誌等55誌4698冊分を調査し，従来の論文検索では見つけられな
かったマンガに関する研究を399本「発掘」した。また，マンガに関する人文・社会科学研究の国際的・学際的データ
ベースを構築した。結果，①各学問領域に散在するマンガに関する研究知見の集約と体系的整理，②国や学問領域を超
えた人的交流や情報交換，③当該分野における日本の主導権確立，という成果が得られた。

研究成果の概要（英文）：First, most importantly, through this project, the research on manga which had 
been scattered across academic discipline was organized systematically. This will promote comprehensive 
research on manga and the synthesis of the area through cooperation between different fields and 
specialties.
Second, the development of an online community facilitated communication and information exchange across 
the globe and bring together academics working in diverse disciplines across the cultural and social 
sciences. This will enable the education of young researchers, international interchange, and research 
dissemination.
Third, this project promoted the international standing of Japan through leading the initiative and 
establishing the new field of Studies in Cultural and Social Sciences on Manga. This is an important 
field to develop given the economic significance and cultural uniqueness of manga to Japan.
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初において既に日本のマンガ
は世界中に普及していた。『出版指標年報
2010』によれば，国内のマンガの推定販売金
額は 4187 億円，推定販売部数は 10 億 5844 
万冊であった。また，『日本と世界のコンテ
ンツ市場データベース 2009』によれば，海
外のマンガ市場は推定約 1200 億円であった。
こうした日本マンガの世界的普及を背景に，
外務省が 2007 年に国際漫画賞を創設するな
ど，政府が国をあげて海外における日本マン
ガ人気を活かした国際交流事業（文化外交）
を展開していた。 
経済・政治の面で日本のマンガが注目を集
める中で，学術の面でも日本のマンガに関す
る研究が増えてきていた。マンガ作品の多様
化・複雑化（量的増加・質的向上）に伴うマ
ンガ読者層の拡大を背景に，近年マンガやマ
ンガ読者に関する学術的な研究は増加傾向
にあることが指摘されていた（家島，2007）。
研究開始当初の時点で科学研究費補助金デ
ータベースにおける漫画／マンガに関する
研究課題は 170 を超えていた。 
しかし，人文・社会科学系を中心としたマ
ンガに関する諸研究の知見は，各学問領域に
散在している状態であり，マンガに関する研
究が体系的に整理されて学際的に相互参照
されているとは言い難い状況であった。 
マンガやマンガ読者に関する研究は日本
が世界に先駆けて“輸出・発信”できる分野
であり，国内外における先行研究知見の集約
は，国際的・学術的に重要であり急務である
（家島，2007）にもかかわらず，政治・経済
的な輸出・発信に比べて，学術的な輸出・発
信は立ち遅れていた。 
そこで，日本のマンガに関する研究・教育
拠点をオンライン上に形成し，マンガに関す
る研究の国際的・学際的データベースを構築
するプロジェクトを企画することにした。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，マンガに関する人文・社
会科学研究の国際的・学際的データベースを
構築することである。また，そのことを通じ
て居住地や専門領域を越えた国際的・学際的
な研究共同体を構築し，マンガに関する研究
の国際研究教育拠点を形成することである。
具体的には，以下の 3つを目的としている。 

目的①：各学問領域に散在するマンガに関す
る研究知見の集約と体系的整理〔＝
分野間・専門間の協働による統合的
研究の推進，研究基盤の整備〕 

目的②：国や学問領域を超えた人的交流や情
報交換〔＝若手研究者の育成，国際
的な交流・発信の推進〕 

目的③：当該分野における日本の主導権確立
〔＝世界に先駆けた研究分野の創成〕 

３．研究の方法 

方法①：悉皆調査 ※目的①に対応 
研究代表者が中心となって設立した，日本
マンガ学会の若手研究者ネットワーク部会
（YARN: Young Academics Research Network）
の有志数名（心理学・社会学・教育学・歴史
学・児童文学・ジェンダー研究などを専門と
する若手研究者）でプロジェクト・チームを
立ち上げ，各自の専門とする学問領域におけ
る主要な学会誌を抽出・選定し，マンガに関
する研究論文があるかどうか調査し，文献リ
ストと報告書を作成した。 
具体的には，学会誌を手にとって実際にめ
くりながら本文を目視確認し，「マンガ」の
文字が出てこないか，関連する内容を扱って
いないか，悉皆的に調査した。そして，見つ
かったマンガに関する研究論文を学問領域
ごとに整理し，概観と展望を簡易レポートに
まとめた。 

方法②：データベース化 ※目的②に対応 
見つかった論文情報をデータベース化し，
オンライン共有と国際化を試みた。 
具体的には，学術論文の管理とオンライン
での情報共有を目的とした無料の文献管理
ツールMendeleyでデータベース構築を試み
た。（当初は国立情報学研究所が開発してい
る NetCommons 2 上で動作するリポジトリ
モジュール WEKO を使った純国産の文書管
理システムの使用を検討していたが，紆余曲
折を経て最終的に，国際的に広く利用されて
いる Mendeley を使用することになった）。
また，プロジェクトの題目，目的，計画を多
言語に翻訳し，プロジェクトの国際展開を試
みた。 

方法③：成果発信 ※目的③に対応 
研究成果を雑誌論文，学会発表，図書など
の形で世界に向けて発信した。 
 
４．研究成果 

成果①：悉皆調査 ※目的①と方法①に対応 
 人文・社会科学における各学問分野の主要
な学会誌・ジャーナル・関連雑誌（メンバー
の専門分野である心理学，社会学，教育学，
ジェンダー研究，歴史学，日本文学，英文学，
児童文学から抽出した合計 55誌）の 4698冊
分を調査した結果，399本の論文と 779本の
関連論文（アニメ，ゲーム，絵本，ポップカ
ルチャー，少年少女雑誌など近接領域を扱っ
ている論文，マンガそのものを扱うわけでは
ないが研究内容がマンガ研究に応用できそ
うな論文，一言だけ「マンガ」という文字が
出てくるだけの論文など）が見つかった。 

399本の内訳は，心理学領域 104本，社会
学領域 82本，教育学領域 56本，ジェンダー
研究領域 57 本，歴史学領域 5 本，日本文学
領域 31本，児童文学領域 64本であった。 
学会誌を 1ページずつ手でめくりながら目



視確認するという地道な作業によって，従来
の論文検索では見つけられなかった「マンガ
に関する研究」を学問領域横断的に約 400本
も「発掘」したことには意義があるだろう。
今後，各学問領域においてマンガに関する研
究が発展し，海外に輸出できる日本初の研究
領域が開拓されるために必要な基礎資料の
提供に貢献できたと考えている。 
程度の差はあれ，領域ごとに隠れたマンガ
研究業績が存在することが明らかとなった。
学会誌を実際に 1ページずつめくりながら目
視確認する作業が予想以上に時間のかかる
作業であったこと，当初の想定よりも多くの
マンガ研究が見つかったこと，などの理由か
ら計画通りには進まなかった。今後も継続的
に調査したり新たな学会誌を追加したりし
ながらプロジェクトを継続・発展させていく
ための予算確保が今後の課題である。 

成果②：ＤＢ化 ※目的②と方法②に対応 
文献リストの共有が可能な Mendeley で
「人文・社会科学におけるマンガに関する研
究の国際的・学際的データベース」のプラッ
トフォームを構築した。悉皆調査によって発
見された論文情報は随時Mendeleyに入力さ
れていっている。さらに，扱われているマン
ガ作品やマンガ家や登場人物などの名前を
独自タグで追加することにより，特定のマン
ガを扱う研究論文の検索が可能となった。 
プロジェクト名は，日本語を含めて 9ヶ国
語に翻訳された。①日本語（マンガに関する
人文・社会科学研究の国際的・学際的データ
ベースの構築），②英語（Developing an 
international and interdisciplinary 
database of Humanities and Social Science 
research on manga），③中国語（为国际及跨
学科研究开发的人文及社会科学漫画资料库），
④韓国語（만화에관한 인문•사회과학연구의 
국제적•학술적 데이터 베이스 구축），⑤イ
タ リ ア 語 （ Sviluppo di un database 
interdisciplinare e internazionale della 
ricerca delle Scienze Sociali e delle 
Discipline Umanistiche sul manga），⑥スペ
イン語（Desarrollo de una base de datos 
internacional y interdisciplinaria de la 
investigacion de las Ciencias Sociales y de 
Humanidades sobre el manga），⑦ドイツ語
（Entwicklung einer internationalen und 
interdisziplinären Datenbank zur 
Erforschung von Mangas aus geistes- und 
sozialwissenschaftlicher Perspektive），⑧フ
ランス語（Développer une base de données 
internationale et interdisciplinaire de 
recherche en sciences humaines et sociales 
sur les manga），⑨ロシア語（Разработка 
международной междисциплинарной базы 
данных гуманитарных и социальных 
исследований в области японских комиксов）， 
また，本プロジェクトのメンバーが研究期
間内にそれぞれ就職（2 名），科研費採択（2

名），日本マンガ学会の理事当選（2 名），マ
ンガに関する博士論文執筆（2名），マンガ研
究者マッピング事業の担当（2 名）などを果
たし，本プロジェクトが当初に想定していた
教育効果（若手研究者の育成）も達成できた
と考えている。 

成果③：成果発信 ※目的③と方法③に対応 
 研究成果を国内外で発表した。その内訳は，
雑誌論文 23件（うち英語論文 1件），学会発
表 39件（うち国際学会 11件），図書 10件（う
ち翻訳 3件）であった。国内外へのインパク
トは大きかったと考えている。（詳細は５．
主な発表論文等を参照） 
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